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グリッドノードの運用を停止する準備をします

グリッドノードの削除に関する考慮事項を確認し、イレイジャーコーディングデータの
アクティブな修復ジョブがないことを確認する必要があります。

グリッドノードの運用停止に関する考慮事項

この手順 を開始して 1 つ以上のノードの運用を停止する前に、各タイプのノードが削除
された場合の影響を理解しておく必要があります。ノードの運用が正常に停止される
と、ノードのサービスが無効になり、ノードが自動的にシャットダウンされます。

StorageGRID が無効な状態になる場合は、ノードの運用を停止できません。次のルールが適用されます。

• プライマリ管理ノードは運用停止できません。

• アーカイブノードは運用停止できません。

• ネットワークインターフェイスの 1 つが High Availability （ HA ；高可用性）グループに属している場合
は、管理ノードまたはゲートウェイノードの運用を停止できません。

• 削除することで ADC クォーラムに影響を与えるストレージノードは、運用停止できません。

• アクティブな ILM ポリシーに必要なストレージノードは運用停止できません。

• 1 つのノードの運用停止手順 では、 10 個を超えるストレージノードの運用を停止しないでください。

• 切断されているノード（健全性が「 Unknown 」または「 Administratively Down 」のノード）がグリッド
に含まれている場合は、接続されているノードの運用を停止できません。切断されているノードは、運用
停止するかリカバリしておく必要があります。

• グリッド内に切断されているノードが複数ある場合は、それらのノードをすべて同時に運用停止する必要
があるため、予期しない結果になる可能性があります。

• 切断されているノードを削除できない場合（ ADC クォーラムに必要なストレージノードなど）は、切断
されている他のノードを削除できません。

• 古いアプライアンスを新しいアプライアンスに交換する場合は、を検討してください アプライアンスノー
ドのクローニング 古いノードの運用を停止して新しいノードを追加する代わりに、拡張を行います。

運用停止手順での指示があるまでは、グリッドノードの仮想マシンやその他のリソースを削除
しないでください。

管理ノードまたはゲートウェイノードの運用停止に関する考慮事項

管理ノードまたはゲートウェイノードの運用を停止する前に、次の考慮事項を確認して
ください。

• 運用停止手順 では、一部のシステムリソースに排他的にアクセスする必要があるため、他のメンテナンス
手順が実行されていないことを確認する必要があります。

• プライマリ管理ノードは運用停止できません。

• ネットワークインターフェイスの 1 つが High Availability （ HA ；高可用性）グループに属している場合
は、管理ノードまたはゲートウェイノードの運用を停止できません。最初に、 HA グループからネットワ
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ークインターフェイスを削除する必要があります。StorageGRID の管理手順を参照してください。

• 必要に応じて、ゲートウェイノードまたは管理ノードの運用停止中に、安全に ILM ポリシーを変更できま
す。

• シングルサインオン（ SSO ）が有効な StorageGRID システムで管理ノードの運用を停止した場合は、ノ
ードの証明書利用者信頼を Active Directory フェデレーションサービス（ AD FS ）から削除する必要があ
ります。

関連情報

StorageGRID の管理

ストレージノードの運用停止に関する考慮事項

ストレージノードの運用を停止する際には、 StorageGRID がそのノードのオブジェクト
データとメタデータをどのように管理しているかを理解しておく必要があります。

ストレージノードの運用停止には、次の考慮事項と制限事項が適用されます。

• ADC クォーラムやアクティブな ILM ポリシーなどの運用要件を満たす十分な数のストレージノードが常
にシステムに存在している必要があります。この要件を満たすために、拡張処理で新しいストレージノー
ドを追加してから既存のストレージノードの運用を停止することが必要になる場合があります。

• 運用を停止する際に対象のストレージノードが切断されていると、システムは接続されているストレージ
ノードのデータを使用してデータを再構築する必要があり、その結果、データが失われる可能性がありま
す。

• ストレージノードを削除する場合、大量のオブジェクトデータをネットワーク経由で転送する必要があり
ます。この転送が通常のシステム処理に影響することはありませんが、 StorageGRID システムが消費す
るネットワーク帯域幅の総量に影響する可能性があります。

• ストレージノードの運用停止に関連するタスクは、通常のシステム処理に関連するタスクよりも優先度が
低くなっています。つまり、運用停止処理が StorageGRID の通常のシステム処理を妨げることはなく、
システムがアクティブでない期間に運用停止処理をスケジュールする必要もありません。運用停止処理は
バックグラウンドで実行されるため、プロセスの所要時間を見積もることは困難です。一般に、システム
がビジー状態でないとき、または一度に 1 つのストレージノードのみを削除するときは、運用停止処理が
迅速に終了します。

• ストレージノードの運用停止には、数日から数週間かかることがあります。それに応じてこの手順 を計画
してください運用停止プロセスはシステム処理に影響しないように設計されていますが、他の手順が制限
される可能性があります。一般に、システムのアップグレードや拡張を計画している場合は、グリッドノ
ードを削除する前に実行する必要があります。

• 必要に応じて、ストレージノードが関係する運用停止手順を特定の段階で一時停止して他のメンテナンス
手順を実行し、その完了後に運用停止手順を再開できます。

• 運用停止タスクが実行されている間は、どのグリッドノードでもデータ修復処理を実行できません。

• ストレージノードの運用停止中は、 ILM ポリシーに変更を加えないでください。

• ストレージノードを削除すると、そのノードのデータは他のグリッドノードに移行されます。ただし、こ
のデータは運用停止されたグリッドノードから完全には削除されません。完全かつ安全にデータを削除す
るには、運用停止手順 の完了後に、運用停止したグリッドノードのドライブを消去する必要があります。

• ストレージノードの運用を停止すると、次のアラートとアラームが生成され、関連する E メール通知およ
び SNMP 通知が送信される可能性があります。

◦ * ノードと通信できません * アラート。このアラートは、 ADC サービスが含まれるストレージノード
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の運用を停止した場合にトリガーされます。このアラートは、運用停止処理が完了すると解決します
。

◦ VSTU （ Object Verification Status ）アラーム。このアラームは Notice レベルで、運用停止プロセス
でストレージノードがメンテナンスモードに移行していることを示しています。

◦ Casa （ Data Store Status ）アラーム。このアラームは Major レベルで、サービスが停止したために
Cassandra データベースが停止することを示しています。

関連情報

必要に応じて、オブジェクトデータをストレージボリュームにリストア

ADC クォーラムを把握します

運用停止後に残る Administrative Domain Controller （ ADC ）サービスが少なすぎる場
合は、データセンターサイトの一部のストレージノードの運用を停止できないことがあ
ります。一部のストレージノードで使用されるこのサービスは、グリッドトポロジ情報
を保持し、設定サービスをグリッドに提供します。StorageGRID システムでは、各サイ
トで ADC サービスのクォーラムが常に利用可能である必要があります。

ストレージノードを削除すること原因 で ADC クォーラムが満たされなくなる場合は、そのノードの運用を停
止することはできません。運用停止時に ADC クォーラムを満たすには、各データセンターサイトで少なくと
も 3 つのストレージノードに ADC サービスが必要です。ADC サービスがあるストレージノードが 1 つのデ
ータセンターサイトに 3 つ以上ある場合は、運用停止後もそれらのノードの過半数が利用可能な状態である
必要があります（（ 0.5`_ADC があるストレージノード） +1 ）。

たとえば、 ADC サービスがあるストレージノードが 1 つのデータセンターサイトに 6 つあり、そのうちの 3
つの運用を停止するとします。ADC クォーラムの要件により、次の 2 つの運用停止手順を実行する必要があ
ります。

• 手順 の最初の運用停止では、 ADC サービスがある 4 つのストレージノードが利用可能な状態で残るよう
にする必要があります（（ 0.5x6 ） +1 ）。そのため、最初に運用停止できるのは、 2 つのストレージノ
ードのみです。

• 2 回目の手順 運用停止では、 3 つ目のストレージノードを削除できます。 ADC クォーラムの要件によ
り、利用可能な状態で残す必要のある ADC サービスが 3 つになったためです（（ 0.5x4 ） +1 ）。

ストレージノードの運用を停止する必要があるものの、 ADC クォーラムの要件が原因で運用停止できない場
合は、拡張の際に新しいストレージノードを追加し、そのノードに ADC サービスを配置するよう指定する必
要があります。そのあと、既存のストレージノードの運用を停止できます。

関連情報

グリッドを展開します

ILM ポリシーとストレージ構成を確認します

ストレージノードの運用を停止する場合は、運用停止プロセスを開始する前に
StorageGRID システムの ILM ポリシーを確認してください。

運用停止時に、運用停止されたストレージノードのすべてのオブジェクトデータが他のストレージノードに移
行されます。
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運用停止中の ILM ポリシーは、運用停止後のポリシーとして使用されます。運用停止を開始す
る前と運用停止の完了後に、このポリシーがデータの要件を満たしていることを確認する必要
があります。

StorageGRID システムがストレージノードの運用停止に対応するために適切な場所に適切なタイプの容量を
引き続き十分に確保できるように、アクティブな ILM ポリシーのルールを確認する必要があります。

次の点を考慮してください。

• ILM 評価サービスで ILM ルールを満たすようにオブジェクトデータをコピーすることは可能か。

• 運用停止処理の進行中にサイトが一時的に使用不能になった場合は、どうなりますか？追加のコピーを別
の場所に作成できるか。

• 運用停止プロセスは、コンテンツの最終的な配信にどのように影響しますか。を参照してください ストレ
ージノードを統合しますでは、古いストレージノードの運用を停止する前に新しいストレージノードを追
加してください。小さいストレージノードの運用を停止してから、交換用に大きいストレージノードを追
加すると、以前からあるストレージノードが容量の限界に近づき、新しいストレージノードにはほとんど
コンテンツが存在しない状態になる可能性があります。新しいオブジェクトデータの書き込み処理のほと
んどは新しいストレージノードに送信されるため、システム処理の全体的な効率が低下します。

• アクティブな ILM ポリシーを満たす十分な数のストレージノードが常にシステムに存在しているか。

ILM ポリシーを満たすことができないと、バックログやアラームが発生し、 StorageGRID
システムの運用が停止する可能性があります。

次の表に示す要素を評価して、運用停止プロセスによって実現する推奨トポロジが ILM ポリシーを満たすこ
とを確認します。

評価する領域 注：

使用可能容量 StorageGRID システムに格納されているすべてのオブジェクトデータ
に対応できるだけの十分なストレージ容量があるか。 運用停止が必要
なストレージノードに現在格納されているオブジェクトデータの永続的
なコピーを含めるかどうか。運用停止処理が完了してから妥当な期間、
格納されるオブジェクトデータについて予測される増加に対応できるだ
けの十分な容量があるか。

ストレージの場所 StorageGRID システム全体に十分な容量が残っている場合、
StorageGRID システムのビジネスルールを満たす適切な場所に容量が
配置されているか。

ストレージタイプ 運用停止処理が完了したあとに、適切なタイプのストレージを十分に確
保できるか。たとえば、コンテンツをその保管期間に応じて特定のタイ
プのストレージから別のタイプのストレージに移動するように ILM ル
ールで指示される場合があります。その場合は、 StorageGRID システ
ムの最終的な構成に、適切なタイプのストレージが十分に確保されてい
ることを確認する必要があります。

関連情報

ILM を使用してオブジェクトを管理する
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グリッドを展開します

切断されているストレージノードの運用を停止

切断されているストレージノードの運用を停止した場合（ヘルスが「 Unknown 」また
は「 Administratively Down 」）は、どうなるかを理解しておく必要があります。

グリッドから切断されているストレージノードの運用を停止すると、 StorageGRID は他のストレージノード
のデータを使用して、切断されているノード上にあったオブジェクトデータとメタデータを再構築します。こ
の処理は、運用停止手順の最後にデータ修復ジョブを自動的に開始することで行われます。

切断されているストレージノードの運用を停止する前に、次の点を確認してください。

• 切断されているノードは、オンラインに戻したりリカバリしたりできないことが確実な場合以外は、運用
停止しないでください。

ノードからオブジェクトデータをリカバリできる可能性がある場合は、この手順 を実行し
ないでください。代わりに、テクニカルサポートに問い合わせて、ノードのリカバリが可
能かどうかを確認してください。

• 切断されているストレージノードに特定のオブジェクトの唯一のコピーが含まれている場合、ノードの運
用を停止するとそのオブジェクトは失われます。データ修復ジョブは、現在接続されているストレージノ
ードに、 1 つ以上のレプリケートコピーまたは十分なイレイジャーコーディングフラグメントが含まれて
いる場合のみ、オブジェクトを再構築してリカバリできます。

• 切断されているストレージノードの運用を停止する場合、手順 の運用停止は比較的短時間で完了します。
ただし、データ修復ジョブは実行に数日から数週間かかることがあり、運用停止手順 によって監視されま
せん。これらのジョブは手動で監視し、必要に応じて再開してください。を参照してください データ修復
ジョブを確認します。

• 切断されている複数のストレージノードを一度に運用停止すると、データが失われる可能性があります。
利用可能な状態で残るオブジェクトデータ、メタデータ、またはイレイジャーコーディングフラグメント
のコピーが少なすぎると、システムがデータを再構築できない場合があります。

切断されていてリカバリできない複数のストレージノードがある場合は、テクニカルサポ
ートに問い合わせて、最適な対処方法を確認してください。

ストレージノードを統合します

ストレージノードを統合すると、サイトや環境のストレージノード数を減らしながら、
ストレージ容量を増やすことができます。

ストレージノードを統合するときは、 StorageGRID システムを拡張して容量の大きなストレージノードを新
たに追加したあとに、容量の小さい古いストレージノードの運用を停止します。手順 の運用を停止すると、
オブジェクトが古いストレージノードから新しいストレージノードに移行されます。

旧バージョンおよび小規模のアプライアンスを新しいモデルまたは大容量のアプライアンスで
統合する場合、多くの場合、ノードクローン機能またはノードクローン手順 を使用し、手順 を
1 対 1 で交換しない場合は運用停止処理を行います。

たとえば、 3 つの古いストレージノードを 2 つの新しい大容量のストレージノードで置き換えます。最初に
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拡張手順 を使用して 2 つの新しい大容量のストレージノードを追加し、そのあとに運用停止手順 を使用して
3 つの古い小容量のストレージノードを削除します。

既存のストレージノードを削除する前に新たな容量を追加することで、 StorageGRID システム全体でバラン
スよくデータを分散できます。また、既存のストレージノードがストレージのウォーターマークレベルを超え
る可能性が低くなります。

関連情報

グリッドを展開します

複数のストレージノードの運用を停止

複数のストレージノードを削除する必要がある場合は、運用停止処理を順次実行するこ
とも並列に実行することもできます。

• 複数のストレージノードの運用を順次停止する場合は、最初のストレージノードの運用停止が完了するの
を待ってから、次のストレージノードの運用停止を開始する必要があります。

• 複数のストレージノードの運用を並列に停止する場合は、対象となるすべてのストレージノードで同時に
運用停止タスクが処理されます。その結果、ファイルの永続的なコピーがすべて「読み取り専用」として
マークされ、この機能が有効になっているグリッドでの削除が一時的に無効になることがあります。

データ修復ジョブを確認します

グリッドノードの運用を停止する前に、アクティブなデータ修復ジョブがないことを確
認する必要があります。修復に失敗した場合は、手順 の運用を停止する前に、修復を再
開し、完了させておく必要があります。

切断されているストレージノードの運用を停止する必要がある場合は、手順 の運用停止が完了したあとに、
データ修復ジョブが正常に完了するように、この手順も実行します。削除したノードにイレイジャーコーディ
ングフラグメントがあった場合は、適切にリストアされたことを確認してください。

以下の手順は、イレイジャーコーディングオブジェクトがあるシステムにのみ適用されます。

1. プライマリ管理ノードにログインします。

a. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

b. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

c. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

d. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

2. 実行中の修復を確認します「 repair-data show-ec-repair-status 」

◦ データ修復ジョブを実行したことがない場合、出力は「ジョブが見つかりません」になります。修復
ジョブを再開する必要はありません。

◦ データ修復ジョブを以前に実行したか、現在実行している場合は、出力には修復に関する情報が表示
されます。各修復には、一意の修復 ID が割り当てられます。次の手順に進みます。
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root@DC1-ADM1:~ # repair-data show-ec-repair-status

Repair ID Scope Start Time End Time State Est/Affected Bytes Repaired

Retry Repair

========================================================================

===========

949283 DC1-S-99-10(Volumes: 1,2) 2016-11-30T15:27:06.9 Success 17359

17359 No

949292 DC1-S-99-10(Volumes: 1,2) 2016-11-30T15:37:06.9 Failure 17359 0

Yes

949294 DC1-S-99-10(Volumes: 1,2) 2016-11-30T15:47:06.9 Failure 17359 0

Yes

949299 DC1-S-99-10(Volumes: 1,2) 2016-11-30T15:57:06.9 Failure 17359 0

Yes

3. すべての修復の State が Success の場合は ' 修復ジョブを再開する必要はありません

4. いずれかの修復の State が Failure の場合は ' その修復を再開する必要があります

a. 出力から、障害が発生した修復の修復 ID を取得します。

b. 「 repair-data start-ec-node-repair 」コマンドを実行します。

「 --repair-id 」オプションを使用して、修復 ID を指定します。たとえば、修復 ID が 949292 の修復
を再試行する場合は、「 repair-data start-ec-node-repair --repair-id 949292` 」コマンドを実行します

c. すべての修復の State が Success になるまで、引き続き EC データの修復のステータスを追跡しま
す。
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し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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